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【目的】 

原子軌道の正しい理解を助けるための描画方法は種々の角度から検討されている。今回、

ガラスのかたまりの中にレーザー彫刻を施す新しい技法（いわゆる３Ｄクリスタル法）を採

用することにより電子雲の三次元表示を初めて試み、原子軌道の電子雲の実体模型を制作し

た。この試みは、従来の原子軌道の描画方法の virtual 性を補う意図の下に行われた。 

 

【方法】 

ガラス内彫刻１）：レーザー彫刻器を用い、３Ｄクリスタル法で彫刻した。ガラス内のレー

ザー彫刻は多数の点の集まりとして記録したが、一つ一つの点は完全な球形ではないことを

考慮し、軌道の対称性にもとづいて彫刻方向を決定した。ガラスは一辺 60 mm の立方体のか

たまりを用いた。 

データの作成：電子の存在確率を棄却法で求めるプログラムを C 言語で作成した。適切な

棄却条件２）を設定して電子雲を構成する微小点の座標を求め、彫刻用データを作成した。 

 

【結果と考察】 

ガラス内彫刻による方では、これまで三次元実体としては描くことができなかった電子雲

の表示を実体として捉えることができた。原理的には、没入型の三次元ディスプレイに電子

雲を表示すれば、よりリアルな表現が可能のように思える。しかし、この方法で 50000 点の

情報をリアルタイムで回転させることは、コンピュータの能力上現時点では不可能である。 

ガラス内彫刻の欠点は着色が不可能なことである。したがって没入型ディスプレイでは可

能な原子軌道そのものの正負の符号に対応する色付けはできない。しかし、2p 軌道のように

対称性が良い場合は、下部から着色 LED 光を照射することで軌道関数値そのものの符号に対

応した着色も可能である。 

この方法は、「電子雲」を手の中で自由に回転して観察できるため、その形や雲の密度につ

いて、これまでにない情報を得ることが可能となった。特に主量子数の増加に伴い球殻状の

節面が増える様子も観察された。これは従来の方法３）では不可能であったことが実現できた

という点で画期的である。 
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